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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質共役受容体であるEDGファミリーの受容体のメンバーをコードしています。このタンパク質はスフィンゴシン1-リン酸の機能的受容体として同定されており、血管新生および血管内皮細胞機能の調節に寄与すると考えられます。[RefSeq提供、2008年7月],機能：リゾスフィンゴ脂質スフィンゴシン1-リン酸（S1P）の受容体。S1Pは、ほとんどの種類の細胞および組織に多様な生理学的効果をもたらす生理活性リゾリン脂質です。ラットHTC4肝癌細胞で発現すると、S1P誘導性の細胞増殖およびアポトーシス抑制を媒介することができます。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,組織特異性：すべての組織で発現しますが、心臓、胎盤、腎臓、肝臓で最も多く発現します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	EDG3抗体を用いたHT-29細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	EDG3 抗体を使用した HepG2 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	EDG-3ポリクローナル抗体を用いたHT-29細胞のウェスタンブロット解析

